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１　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
多
様
性
に
か
か
わ
る
争
点

　　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
多
様
性
に

か
か
わ
る
イ
シ
ュ
ー
も
争
点
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
一

つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
女
性
へ
の
支
援
策
で
あ

る
。
女
性
が
七
割
を
占
め
る
非
正
規
雇
用
で
生
活
へ
の
影

響
は
と
く
に
大
き
く
、
貧
困
・
格
差
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
は
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
与
野
党
と
も
に
生
活
困

窮
者
へ
の
現
金
給
付
や
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
強
化
と

い
っ
た
政
策
の
方
向
性
は
共
通
し
て
お
り
、
政
党
間
の
主

張
の
差
別
化
が
難
し
か
っ
た
印
象
も
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
自
民
党
と
そ
の
他
の
政
党
と
で
立
場

の
違
い
が
顕
著
だ
っ
た
の
が
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
や
同
性

婚
、
性
的
少
数
者
へ
の
理
解
促
進
と
い
っ
た
人
権
や
多
様

な
価
値
に
か
か
わ
る
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
。
選
択
的
夫
婦
別

姓
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
五
次
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
後
退
し
た
経
緯
も
あ
る
。
自
民

党
保
守
派
の
あ
い
だ
で
慎
重
論
が
強
い
た
め
、
同
党
政
務

調
査
会
の
発
表
し
た
総
合
政
策
集
に
は
選
択
的
夫
婦
別
姓

に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
む
し
ろ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

教
育
に
対
す
る
批
判
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

　

自
民
党
以
外
の
政
党
は
、選
択
的
夫
婦
別
姓
や
同
性
婚
、

性
的
少
数
者
に
対
す
る
差
別
解
消
に
積
極
的
な
立
場
を
明

確
に
し
、
立
憲
民
主
党
、
共
産
党
、
社
民
党
、
れ
い
わ
新

撰
組
の
野
党
四
党
が
調
印
し
た
「
市
民
連
合
」
提
唱
の
共

通
政
策
に
も
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
自
民
党
内
で
も
選
択
的
夫
婦
別
姓
や
同
性
婚
な

ど
に
賛
成
す
る
議
員
が
増
え
て
お
り
、
先
の
自
民
党
総
裁

選
で
は
野
田
聖
子
氏
と
河
野
太
郎
氏
が
積
極
姿
勢
を
み
せ

た
こ
と
で
、
党
内
の
多
様
性
を
あ
る
程
度
印
象
付
け
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

世
論
調
査
な
ど
に
よ
れ
ば
、
三
〇
歳
未
満
の
若
者
が
最

重
視
す
る
イ
シ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
若
年
層
で
は
他
の
世
代

よ
り
も
自
民
党
へ
の
投
票
が
多
か
っ
た
こ
と
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
出
口
調
査
な
ど
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

イ
シ
ュ
ー
に
つ
い
て
不
満
を
持
ち
つ
つ
も
自
民
党
に
投
票

す
る
と
い
う
ね
じ
れ
現
象
は
、
経
済
・
雇
用
や
格
差
是
正
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
な
ど
、
若
者
が
重
視
す
る
ほ
か
の

政
策
分
野
と
あ
わ
せ
て
、
野
党
が
実
効
的
で
魅
力
的
な
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
示
せ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果

と
い
え
る
が
、
同
時
に
若
者
の
関
心
に
一
〇
〇
％
合
致
す

る
政
党
が
現
状
で
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。

　

２　

女
性
の
政
治
参
加

　　

今
回
の
選
挙
は
、
二
〇
一
八
年
の
候
補
者
男
女
均
等
法

施
行
後
、
初
め
て
の
衆
議
院
選
挙
と
な
っ
た
。
候
補
者
男

女
均
等
法
は
、
男
女
の
候
補
者
の
均
等
を
目
指
す
こ
と
を

基
本
原
則
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
政
党
に
対
す
る

女
性
候
補
者
比
率
の
数
値
目
標
義
務
や
罰
則
規
定
は
な
い

も
の
の
、
二
〇
二
一
年
六
月
の
改
正
で
は
、
候
補
者
選
定

方
法
の
改
善
や
人
材
育
成
な
ど
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
政
党

の
責
務
が
明
記
さ
れ
た
。
同
時
に
国
や
地
方
公
共
団
体
に

対
し
て
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
策
の
強
化
や
家
庭
生
活

と
の
継
続
的
両
立
を
支
援
す
る
体
制
整
備
な
ど
の
施
策
の

強
化
が
定
め
ら
れ
た
。

　

同
法
の
施
行
後
、
二
〇
一
九
年
の
統
一
地
方
選
挙
お
よ

び
参
議
院
選
挙
、
二
〇
二
一
年
七
月
の
東
京
都
議
会
選
挙

で
は
、
女
性
候
補
者
お
よ
び
当
選
者
の
増
加
が
見
ら
れ
た

が
、
政
党
に
よ
っ
て
達
成
度
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
が
現

状
で
あ
る
。と
く
に
与
党
で
あ
る
自
民
党
の
女
性
候
補
者
・

議
員
の
少
な
さ
が
、
全
体
と
し
て
の
女
性
の
割
合
を
引
き

下
げ
て
い
る
。

　

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
候
補
者
男
女
均
等
法
の
効
果

は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
女
性
候
補
者

比
率
は
前
回
選
挙
と
同
じ
一
七
・
七
％
に
と
ど
ま
り
、
女
性

当
選
者
は
四
五
人
（
九
・
七
％
）
で
前
回
を
下
回
る
結
果
と

な
っ
た
。
国
際
的
な
議
員
交
流
団
体
「
列
国
議
会
同
盟
」
の

ま
と
め
に
よ
る
と
、
選
挙
前
の
日
本
の
衆
議
院
の
女
性
議
員

比
率
は
世
界
一
九
三
カ
国
中
一
六
五
位
で
あ
っ
た
が
、
順
位

を
さ
ら
に
後
退
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
自
民
党
は
二
六
一
の

議
席
を
獲
得
し
た
が
、
こ
の
う
ち
女
性
議
員
は
二
〇
人
で
、

比
率
に
す
る
と
七
・
七
％
で
あ
る
。
野
党
で
も
当
選
者
に
占

め
る
女
性
比
率
は
低
水
準
に
と
ど
ま
り
、
立
憲
民
主
党
で
は

九
六
人
中
一
三
人
（
一
三
・
五
％
）、
日
本
維
新
の
会
で
は

四
一
人
中
四
人
（
九
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。

　

女
性
の
当
選
者
が
少
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
候
補
者
に

２
０
２
１
衆
議
院
選
挙

２
０
２
１
年
衆
議
院
選
挙
と
女
性
の
政
治
参
加

　

馬　

場　

香　

織
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多
方
面
か
ら
反
発
が
生
じ
る
。
比
例
代
表
制
は
一
般
に
女

性
候
補
者
を
増
や
し
や
す
い
が
、
日
本
の
場
合
は
重
複
立

候
補
制
度
が
あ
る
た
め
、
そ
の
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

他
方
、一
般
に
男
女
平
等
や
人
権
に
積
極
的
な
（
中
道
）

左
派
政
党
が
強
い
国
で
は
、
こ
れ
ら
の
政
党
が
女
性
候
補

者
の
積
極
的
な
擁
立
を
進
め
、
保
守
政
党
が
そ
れ
に
続
く

形
で
女
性
候
補
者
比
率
の
増
加
が
進
ん
で
き
た
が
、
保
守

政
党
の
一
党
優
位
が
続
く
日
本
で
は
こ
の
条
件
も
当
て
は

ま
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
日
本
で
も
早
期
に
法
的

候
補
者
ク
オ
ー
タ
制
導
入
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
そ
の
際
、
女
性
候
補
者
比
率
の
目
標
値
を
達
成
で
き

な
か
っ
た
政
党
に
対
し
て
は
、
政
党
交
付
金
の
減
額
な
ど

の
罰
則
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

な
ど
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
比
較
的
軽
い
罰
則
規

定
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
で
、
政
党
が
制
度
を
受
け
入
れ
や

す
く
な
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。

　

同
時
に
、
女
性
候
補
者
の
擁
立
を
促
す
た
め
の
人
材
育

成
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
、
働
き
や
す
い
議
会
の

環
境
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。
内
閣
府
に
よ
る
地
方
議
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
女
性
議
員
の
半
数
以
上
が
性
的
暴

力
や
誹
謗
中
傷
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経
験
し
た
と
回

答
し
て
お
り
、男
性
議
員
よ
り
も
そ
の
率
は
高
い
。
他
方
、

産
休
期
間
を
規
則
に
明
記
す
る
地
方
議
会
の
増
加
な
ど
、

女
性
の
政
治
参
加
に
対
す
る
障
壁
の
解
消
も
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
改
正
候
補
者
男
女
均
等
法
で
は

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
の
施
策
強
化

も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
ず
つ
着
実
に
具
体
化
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

４　

北
海
道
に
お
け
る
女
性
候
補
者
の
動
向

　

今
回
の
衆
院
選
で
は
、
道
内
全
一
二
小
選
挙
区
の
う
ち

四
選
挙
区
、
計
六
人
（
候
補
者
全
体
の
一
八
・
七
％
）
の

女
性
候
補
者
が
擁
立
さ
れ
た
。
内
訳
は
、
立
憲
民
主
党
四

人
、
自
民
党
と
共
産
党
が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
で
あ
る
。
定
数

八
の
比
例
代
表
で
は
、
重
複
立
候
補
を
除
く
と
女
性
候
補

者
は
六
人
で
あ
っ
た
。

　

小
選
挙
区
で
勝
利
し
た
女
性
候
補
者
は
一
一
区
の
石
川

香
織
氏
（
立
憲
）
の
み
で
、四
区
の
大
築
紅
葉
氏
（
立
憲
）

と
一
一
区
の
中
川
郁
子
氏
（
自
民
）
が
比
例
復
活
で
当
選

し
た
。
加
え
て
、比
例
単
独
候
補
の
鈴
木
貴
子
氏
（
自
民
）

が
当
選
し
、道
内
選
出
の
女
性
当
選
者
は
四
人
と
な
っ
た
。

　

自
民
党
と
の
接
戦
が
見
込
ま
れ
た
四
区（
札
幌
市
手
稲
区
、

西
区
の
一
部
、
後
志
管
内
）
で
は
共
産
党
が
候
補
を
取
り
下

げ
、
野
党
共
闘
候
補
と
な
っ
た
新
人
の
大
築
氏
と
、
自
民
党

前
職
の
中
村
裕
之
氏
と
の
一
騎
打
ち
と
な
っ
た
。
大
築
氏
は

当
初
、
知
名
度
の
低
さ
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
少
子

化
対
策
や
子
育
て
支
援
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
を
訴
え
て

都
市
部
を
中
心
に
得
票
を
伸
ば
し
た
。
最
終
的
に
七
〇
〇
票

ほ
ど
の
差
で
中
村
氏
に
敗
北
し
た
が
、
札
幌
市
西
区
、
手
稲

区
、小
樽
市
で
は
中
村
氏
の
得
票
を
上
回
る
な
ど
健
闘
し
た
。

　

道
内
自
治
体
の
議
会
で
も
依
然
と
し
て
女
性
候
補
者
・

議
員
比
率
は
低
水
準
に
と
ど
ま
る
。
道
議
会
の
女
性
議
員

比
率
は
一
一
％
で
、
一
七
九
の
市
町
村
議
会
で
は
平
均
約

一
三
％
で
あ
る
。
自
治
体
間
の
差
も
大
き
く
、
女
性
議
員

ゼ
ロ
の
議
会
も
全
体
の
約
三
割
に
の
ぼ
る
。
地
方
議
会
は

国
政
に
つ
な
が
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
し
て
も
重
要
で
あ

り
、
道
内
で
も
地
方
議
会
の
女
性
議
員
を
増
や
し
て
い
く

施
策
が
求
め
ら
れ
る
。

＜

ば
ば　

か
お
り
・
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授＞

女
性
が
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
。
政
党
別
に
み
る
と
、

女
性
候
補
者
比
率
は
自
民
党
九
・
八
％
、公
明
党
七
・
五
％
、

立
憲
民
主
党
一
八
・
三
％
、
共
産
党
三
五
・
四
％
な
ど
で

あ
っ
た
。先
述
の
第
五
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、

二
〇
二
五
年
ま
で
に
衆
参
両
院
お
よ
び
統
一
地
方
選
の
女

性
候
補
者
比
率
を
三
五
％
以
上
と
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
現
状
で
は
目
標
達
成
に
は
程
遠
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
結
果
を
み
る
と
今
回
の
衆
院
選
で
女
性

の
政
治
参
加
は
後
退
し
た
と
も
い
え
る
状
況
だ
が
、
政
党

の
取
り
組
み
や
議
論
の
活
発
化
と
い
う
点
で
は
、
前
進
も

み
ら
れ
る
。
先
述
し
た
野
党
の
共
通
政
策
に
は
議
員
の
男

女
同
数
化
（
パ
リ
テ
）
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
、
立
憲
民
主

党
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
本
部
」
の
取
り
組
み
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
女
性
候
補
者
擁
立
に
向
け
た
都
道
府
県
連
や

関
係
団
体
へ
の
働
き
か
け
強
化
、
女
性
候
補
者
へ
の
資
金
援

助
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
の

試
み
も
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
自
民
党
の
高
市
早
苗
政
務
調

査
会
長
や
、
立
憲
民
主
党
の
西
村
智
奈
美
新
幹
事
長
な
ど
、

与
野
党
の
執
行
役
員
に
女
性
が
登
用
さ
れ
て
い
る
が
、
政
党

の
意
思
決
定
に
女
性
が
実
質
的
に
参
与
し
て
い
け
る
の
か
、

今
後
の
与
野
党
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

　

３　

ク
オ
ー
タ
制
、
人
材
育
成
、
環
境
整
備

　　

た
だ
、
と
り
わ
け
衆
議
院
に
関
し
て
は
、
現
行
の
候
補

者
男
女
均
等
法
の
も
と
で
政
党
の
自
発
的
努
力
に
期
待
す

る
だ
け
で
は
、
女
性
候
補
者
お
よ
び
議
員
比
率
の
増
加
は

難
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
現
行
の
小
選
挙
区
制
は
固

い
地
盤
を
も
つ
現
職
議
員
に
有
利
で
、
女
性
候
補
者
を
増

や
す
た
め
に
男
性
の
現
職
議
員
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
議
員
本
人
や
支
持
者
、
政
党
の
地
方
支
部
な
ど
、


